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はじめに
エネルギー資源に乏しい日本が、貴重なウラン資源をより有効に利用するために、原子力発電所の使
用済燃料から再利用できるウランとプルトニウムを取り出すシステム、これを「再処理」と呼んでいま
す。再処理によって取り出されるウランやプルトニウムを原子燃料として再び利用すれば、天然ウラン
を現在の数倍から数十倍も効率よく利用することができることから、再処理は日本のエネルギーをより
安定し、確保していくうえで大変大きな役割を持っています。
また、再処理は使用済燃料に含まれている核分裂生成物を分離して安全に管理、処分しやすくすると

いう点からも欠かすことのできないものです。
現在、当社が青森県六ケ所村に建設を進めている再処理工場は、フランスやイギリスにおけるこれま
での30年以上にわたる経験（実績）と核燃料サイクル開発機構の運転経験（実績）等を踏まえ実用化さ
れた最新・最良の技術を導入した、大規模商業用の再処理工場として操業することとしています。
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’

計画のあらまし
■ ’

所在地
青森県上北郡六ケ所村大字尾駮
敷地面積
約380万㎡（高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター、専

用道路等を含む）
再処理能力
●年間の最大再処理能力
８００L･UPr

）今〃，●一日あたりの最大再処理能力
4.8t･Upr

使用済燃料貯蔵設備の最大貯蔵能力
グ ャ ぞ

､r;,_3 , 0 0 0 t ･ U p ! . U ; , _ ' _
、 ，

建設計画

１１ Ｎ

｜④老簸川 ２
３
３
８
骨
■ 尾駮沼

漁舶船だまり
国宝石油饗讐墓地

詞

太
平
洋

Ｊ

ｊ

ｊ
ｊ

Ｊ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

§ 篭 ３
六ケ頗変簸砺

＝Ｉ再処理工堀

一） -

■むつ小川原港
臆架沼

一

４悪レベル放射性歴垂物貯威管理センター

当社施設の建設地点と周辺
５

操業（しゅん工）

六ヶ所

小川原

l語

嗣
糊
市
浦

平成１８年7月
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〆ぎわ
(注)L･UPr 胆射前金属ウラン質量換算。ウラン燃料は原子炉

で燃焼すると堂が減ってくることから照射前の質
職を用いる。」00万ｷﾛﾜﾂ'､の原子力発電所を'年間稼｜
動させるために必要なウランは、
加圧水型原子炉(PWR):約201･Upr
沸騰水型原子炉(BW):約23t･Upr
（出典:2001年版原子力ポケットブック）
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原子燃料サイクルと
世界の再処理工場
Ⅱ

’’

1．原子燃料サイクル

鉱山で採掘されたウラン鉱石は、製錬、転換、濃縮、再転換、成型加工などの多くの工程を経て、燃料集
合体となります。そして原子力発電所で燃料として熱エネルギーを放出したのち、使用済燃料として取り出
されます。
その後、この燃料を再処理して、燃え残りのウランや新たに生成したプルトニウムを抽出し、再び原子力

発電所の燃料として使用します。こうした流れを「原子燃料サイクル」といいます。
資源の乏しい日本が、将来にわたってエネルギーの安定供給を確保していくうえで、原子力の開発はきわ
めて重要な役割を担っています。このため、日本では、原子力平和利用に徹し、これを有効利用していくこ
とによって、エネルギー供給構造のバランスを整え、さらに、新たに生み出されるプルトニウムをエネルギ
ー資源として再利用していくことにより、ウラン資源を効率的に利用していくこととしています。

ウラン燃料には、燃えるウラン235が2～4％程度含まれており、残りは燃えないウラン238です。原子炉の
中で3～4年燃やしたあとの使用済燃料には、まだ1％程度のウラン235が残っています６使用前のウラン235は
2～4％程度ですから、1%は大きな量です。ウラン238は燃えませんが、原子炉の中で中性子を吸収して、燃
えるプルトニウム239に変わります。
これを利用すれば、ウラン資源をさらに有効に活用することができます。プルトニウムはウランと混合し

たMOX燃料として軽水炉の燃料になるほか､高速増殖炉の燃料にも利用されます｡この燃え残りのウランと新

（』

たに生成したプルトニウムを取り出すことが再処理です。

原子燃料サイクル
／̅̅、
Ｌ_一

ウラン濃縮工場
六フシ化ウラン（天然ウラン）に0.7％ウラン鉱山

でウラ ン

高レベル放射性
廃棄物処分場 センター

ガラス固化体は、厚い鉄筋コンク
リート造りの専用の貯蔵胆で、３０
～50年間、自然の通風力で間接的
に冷やしながら眼終処分されるま
での間安全に貯蔵します。

ラ ン と 新 た に 生 成 し た す 。 燃 料 は ３ ～ ４ 年 ほ
プ ル ト ニ ウ ム を 取 り 出 ど 燃 や す こ と が で き ま
し ま す 。 す 。

（割再処理工場からのウランについては回収ウランです。

ター
原子力発電所から発生す
る低レペル放射性廃棄物
を埋設、管理します。

一時貯蔵された後の高レ
ベル放射性廃棄物を地層
中に処分します。

■３
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２各国の再処理工場一覧
■ 処理能力

(トンU/年）
操業開始
()は着工

国
名

備 考

1972年運転中止拡張改良工
事のため許可申請を行ってい
たが1976年断念し、閉鎖。
1974年技術的理由により断念。

所 在 地設 置 者工 場 名

ウエストバレー
・ニューヨーク
州
モーリス・
イリノイ州

膿縮ウラン３００ １９６６
（1963）

(1968)

ニュークリア・フューエル
･サーヴィシズ･プラントア

メ

リ

カ

ー ■ ■ ■ ■ 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

" ３ ０ ０
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ミッドウエスト・フューエ
ル‘リカバリー･プラント して使

＝ 一 一
以降、
用中
1976年にほぼ建設完了したが、
核不拡散政策により事業中止。
1983年閉鎖

一 一 一 一 一 一 - 一 一 一 一 一 一

" L ５ ０ 0
一 一 一 一 一 一 一 一

(1971)
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

バーンウェル・
サウスカロライ
ナ州

q ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 ー ー 一 ー 一 一 一 一

バーンウェル・ニューク
リァ･ﾌｭｰｪﾙ･プラント

1９５２ 1964年閉鎖天然ウラン５００英国原子燃料会社
(BNFL)

一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - - ー ＝

〃

セラフィールドB２０４
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

１９６４
一 一 ＝ ー 一 一 一 一 一 一 一

〃
一 一 一 一 一 ー - - - - - - -

１,５００ル（イ ＝ - - - 〃 一 一 一 一 一 一 一 ‘ 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

鎖、前処理施設は
- -

濃縮ウラン４００ 1973年閉鎖、前処理施設は
B204を改造したもの

- 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1９６９前処理施設(HEP)-8205
一 一 一 一 一 一 ・ ■ , ロ ー 一 - - ー 一 一 一 一 ー 一 一

T H O R P

〃〃

ギ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ 、 一 一

〃１，２００
一 ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一

１９９４
■ ■ ■ ー - - ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〃
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

Ⅱ 操業中、海外願
AGR燃料用
MTR燃料用、

用、（ミー、=〆今津安全-
り 英国原子力公社

(UKAEA)
〃

一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一

ドーンレイ MTR燃料
0.１

高速炉燃料１.０

一 一 一 一 ■ ＝ ■ 一 一 一

１９５８
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

MTRプラント
ー

一 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ - - - - - -

DFRプラント
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー

〃 １９６０
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1975年に停止、PFR用へ改造ス

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 W ■ ■ ＝

〃
一 一 一 ■ ■ ■ ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

PFRプラント
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〃
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〃 ６
一 一 一 一 一 一 一 ロ ■ ■

１９８１
一

- - １ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - -

１９９８年閉鎖

rl９５８
一 一 一 一 一 一 一 一

１９６６

1997年９月運転終了フランス核燃料公社マルクール
(COGEMA)

ラ・アーグ〃

〃 〃

〃 〃

天然ウラン４０0UP１

UP２

UP２-４00(UP２-HAO)
/UP２-８00

- - - - - - - - ■ ■ ■ 一 ー 一 一

〃 ８ ０ ０ 1987年１月停止、天然ウラン
用前処理施設を閉鎖
UP2-800に移行
運転中、UP2-400の前処理
施設等を増ﾘ乢MOX燃料電
」識焼度燃料も鯉を予定
1989年11月一部運開
1990年８月全面運開
海外顧客用
1979年閉鎖

1983年停止､APM(TOR)"､
改造一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一 ■ ﾛ ■ ■ - - - - - -

１９９７年６月運転終了

1990年末に運転終了
一 一 一 一 一 一 . ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1989年に建設中止

一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー

膿縮ウラン４００
当皇一≦---〆ござ言ご甦一

〃 ｡ F 一

８０0ノ〃 "（ -L_uW

１９７６

１９９４

フ
ー 写 一 一 一 ー ̅

〔-８り隆--＝-ミニーニユーラ
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - １ ■ ■ 一 一

UP３
-- . . . - - - - - - - - . . . -１--- -̅『.̅-- - -

〃 Ｉﾝ--噸〃
一

一 一 一 一 一 一 一 -

１９８９800〆
ン

ー 一 一 一
一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

AT１
一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

フ ラ ン ス 原 子 力 庁 〃
(CEA)

■ ■ ■ 一 一 ー ﾛ ■ ■ ■ ー ー ﾛ ■ ■ ■ 一 一 一 一 - 一 一 一 ■ Ⅱ ■ ■ 一 一 一 . ■ ■ け ■ ■ ■ 一 一 ー

〃 マ ル ク ー ル
ー 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〃 〃

高速炉燃料
１kg/日

高速炉燃料
10～20kg/日

高速炉燃料５

ー 一 一 一 ー ー - -

１９６９ス

APM(TOP)

APM(TOR)

WAK

WA-３５0

一 一 一 一 一 一 一 一

１９７４
ー ー 一 一 一 一 一 ＝

１９８８ー

DWK カールスルーェ 濃縮ウラン３５

〃350～500

ド
イ
ツ

1９７１
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一 ■ ■

〃

一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一

バツカースドルフ
- １ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一

ヘルギー
ベルゴプロセス 天然ウラン400kg/日

濃縮ウラン250kg/日
モ ル 1９６６

核燃料サイクル開発
機柵

日本原燃㈱

茨城県東海村 濃縮ウラン07t/日 １９８１-舗善一一
（予定）

日
本

卜、１_-___=』麹
濃縮ウラン

一 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ 一 一 ー

青森県六ヶ所村 8００

ロシア原子力省 チェリアピリンスク 濃縮ウラン４００（ 1９７７ロ
シ
ア L1一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一

〃
ー 一 一 ー ー ー ■ ■ ■ 一 一 一 一

クラスノヤルスク
ー ー - - -

１,５００
一 一 一 一 一 一 一 一

未定濃縮ウラン
トロンベイ再処理工場 ハーバ原子力セン

ター
〃

加圧重水型原子炉
用 燃 料 ３ 0
酸化ウランー

1９６４ 操業中トロンベイ
ー ー 一 ■ Ⅱ ■ ■ 一 一 一 一 - 一 一

タラプール
イ

ン

ド

一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ■ ﾛ ■ ■

タラプール再処理工場
- - ー ｡ ■ ■ ■ 一 一 一 q ■ ■

一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

操業中
- - ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

カルバッカム再処理工場
ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一

〃
一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一

カルバッカム
一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 ー 一 一 一

加圧重水型原子炉
用燃料 1 0 0

- ■ ■ ■ ■ Ⅱ ■ ■ 一 一 一 一 一

１９９８
- - - - - - ｑ ■ ■ P 一 ■ ｡ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

操業中

(出典；2004年版服子力ポケットブック）
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再処理工場
全体工程
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’使用済燃料１

１

１

↓ 可̅

被覆管等

Ｖ

騨悪匡葆薑
、Ⅱ、

受入れ．貯蔵工程では、使用済燃料を受入れて燃料貯蔵プールで冷却・貯蔵し、放射能を弱めます。
せん断．溶解工程では、使用済燃料を細かく切断し、燃料の部分を硝酸で溶かします。
分離工程では、この硝酸溶液を溶媒と呼ばれる油性の溶液と接触させ、ウラン・プルトニウムと核分裂生
成物とに分離します。さらに、このウランとプルトニウムも化学的性質の違いを利用して分離します。
精製工程では、ウラン溶液及びプルトニウム溶液それぞれから微量に含まれている核分裂生成物をさらに
取り除いて純度を高めます。
脱硝工程では、精製されたウラン溶液とウラン・プルトニウム混合溶液から硝酸を蒸発及び熱分解させて
粉末状の製品とします。
ここで使われるウラン、プルトニウム及び核分裂生成物の分離の方法は湿式のピューレックス法と呼ばれ、

純度の高い製品を高回収率で得ることが可能であり、国内外で実績のあるものです。

(注）ピューレックス(P1utoniumUraniuin
ReductionExtraction)法：燃料を硝酸で溶かして、有機溶媒（油性溶液）によりウラン､プルトニウム

｜伽僧×と核分裂生成物を分離する再処理方式の一種■５

¥ ” 、 ” , ＝ 癖 錘 塾 蕊 議 款 畿 雰 溌 騨 黙 惑 溌 識 " ､ 掬 衝 霧 塞 駕 篭 溌 繍 譲 騨 蕊 壁 蕊



’製品貯蔵精製分 離

|’ 凸角凸ー -

し
-

角肖凸
、

ウラン酸化物製品

丁一 、

シ

半角
ー

凸角角，）
ウランプルトニウム
混合酸化物製品

■

○ウラン
●プルトニウム
○核分裂生成物

（高レペル廃棄物）

ロ被覆管などの金属片

｜
Ⅱ

再処理を行う使用済燃料の仕様

ウラン235濃縮度
照射前燃料最高濃縮度
使用済燃料集合体平均濃縮度
使用済燃料最終取出し前の原子炉停

ａ

ｂ (冷却期間）

使用済燃雅喋合体最高燃焼度 5５,000MWd/t･UP!Ｃ

なお、１日当たり再処理する使用済燃料の平均燃焼度は45,000MWd/t･Up『里工里二量婁

一(注 )w t% ;質量パーセン|、
燃焼度：核燃料から放出される全エネルギーの量通常、燃料lt当たりの熱量MW[MWd/t]

で表される。 燃焼度に応じて使用済燃料中の核分裂生成物の量や発熱量が決まる。
６「-叱



使用済燃料受入れ●

｢- 前処理建屋I̅̅̅-

| …|使用漬燃料受入れ'藏窪 ||麓’天井クレーン井クレーン

■
国璽一 目

．（建天井クレーン

匡刃F蒔悪 燃料槙転クレーン

lL-

扱装置 バスケット取扱装置
使用済燃料輸送容器
（キャスク）

且L且。昌使用済燃料輸送容器管理建屋｜癩庫
且 厚＝。、ー-|辰雨壼忘毒菫塞

保管庫

t毎

鍵 料 仮 置 燃 料 移 送 水 中 台 車

Ｉ■可燃"，
燃料貯蔵ラック

卜燃料貯蔵プール燃料送出し懐ツト

（）原子力発電所の使用済燃料集合体（使用済燃料）は、使用済燃料輸送容器（キャスク）に入れて各発電所
から海上輸送により運ばれます。
再処理工場では、キヤスクを使用済燃料輸送容器管理建屋に受入れ、天井クレーンとキヤスク移送台車を
用いて保管庫に移送し、一時保管した後、使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に搬入します。ここでは、天井クレ
ーンを用いてキヤスクを燃料取出しピットの水中に吊り降ろし、水中でキヤスクのふたを取り外して、燃料

取出し装置により使用済燃料を一体ずつキヤスクから取り出し、燃料仮置きラックに仮置きします。
その後、燃料取出し装置を用いて使用済燃料を燃料移送水中台車上のバスケットに収納し、移送します。
さらに、燃料取扱装置により使用済燃料を一体ずつバスケットから取り出し、燃料貯蔵ラックに収納し、貯
蔵します。

冷赴』遮皇倉空虹蛭塁二L造圭L』蝋皇燃料貯蔵プールの使用済燃料は、原子力発電所のプールでの
型域呈溌l取扱装置により燃料移送水中台車上のバスケットに収納し､燃料送出しピットに移送されます。
使用済燃料を収納したバスケットを、一時仮置きした後、バスケット搬送機でせん断工程に送り出します。

■７



CB及びBP取扱ピット

燃料貯蔵プール
(BWR燃料用及び
PWR燃料用） 、、 燃料取扱装置

扱ピットBP取鬘婁

書ミ書ミ然料貯蔵ブー
(PW燃料用)、
燃総矛汁脚丁鰯〆ー
(PW燃料用)、曇曇 ピットB取Ｃ

ー

蕊蕊蕊

悪
琴琴

燃

季

◆も
な
ど

q■

CB:BWR燃料チャンネルボックス
BP:PWR燃料パーナプルポイズン

｜ 主 な 仕 様 ’
○燃料貯蔵プール
○最大貯蔵能力
BWR使用済燃料集合体
PWR使用済燃料集合体

○受入れ・貯蔵する使用済燃料の種類
(a)ウラン235濃縮度
照射前燃料最高濃縮度
使用済燃料集合体平均濃縮度

(b)冷却期間
(c)使用済燃料集合体最高燃焼度

3基ｰ

1,500t･Upr(約8,600体）
1,500t･Upr(約3,600体）

5wt%
3.5wt%以下
1年以上

ー

55,000MWd/t･Upr

(注）チャンネルボックス:BWR燃料集合体の側面を囲むように取り付けられている金属
（ジルコニウム合金)製の角管(約13cm角、長さ約4m)である。

PWR燃料集合体に挿入されている金属（ステンレス等）
製の棒（直径約lcm､長さ約4m)とそれぞれを集合体上部から
支持している金属（ステンレス等）製の支持物から構成してい
るものである。棒の中には、ほうけい酸ガラス等の中性子を吸
収しやすい物質が収納されている。

バーナブルポイズン

８■



せん断。 “。‘侭，賊

せん断処理・溶解
廃ガス処理設備へ
’使用済燃料

集合体 分離工程の

一一 溶解液中間
貯槽へ

溶解
廃ガス

' へ

Ｅ９．
-清澄機

一J
計 量 前
中間貯槽

中継槽よう素
追出し槽

溶解槽

計量・調整槽

不溶
漬回
不溶解残
澄回収槽

容器 一〆

不溶解残澄
廃液一時貯槽へ聯４

○せん断工程と溶解工程は、前処理建屋内にあり、使用済燃料を切断した後、硝酸に溶解して分離工程に送
ります。
せん断工程では、使用済燃料の受入れ・貯蔵工程のバスケット搬送機から使用済燃料集合体を燃料横転ク
レーンによりせん断機へ供給し、燃料せん断片を溶解槽へ供給します。
溶解工程は、溶解設備と清澄・計量設備とで構成されています。溶解設備では、燃料せん断片を溶解槽の
バケットに入れて硝酸(HNO3)を用いて燃料部分を溶解し２Ｊ立壼迫出_L蝋こおいて、 溶解液中の_よ_,_素をせ

、

ん断哩二盗鯉廃ガス盤設備へ追い出します。清澄・計量設備では、清澄機で不溶解残澄を溶解液から除型i哩呈撒遜互皇幽詮逓今i型出し望二・清澄･計量設備では､清澄機で不溶解残澄を溶解液から除
去し、溶解液を計量・調整槽で計量し、必要があれば酸濃度の調整を行った後、分離工程の溶解液中間貯槽
へ溶解液を移送します６
(注）不溶解残澄 ルテニウム

輌
、／､／、---～一一一、＝

『いC/U)､c孟切州、
α畑②唾講、叩州

せん断機
溶解槽(連続式）

材 料
清澄機(遠心式）

材 料

：２台(1台／系列）
：２基（1基／系列）

ジルコニウム（容器本体）
：２台（1台／系列）
：チタン（ボウル部）

■９



せん断機では、燃料供給部（マガジン）に供給
した使用済燃料集合体を燃料送り出し装置で断続
的にせん断部に送り出し、せん断刃により３～4cm
に切断します。切断された燃料集合体端末片（エ
ンドピース）及び燃料せん断片は、それぞれ専用
の移送管（シュート）を用いてエンドピース酸洗
浄槽及び溶解槽へ重力により移送されます。

卜

せん断機概要図
ホイール

ｰ

溶解槽は、容器本体と内部に12個のバケットを
有する回転するホイール（車輪）で構成されてい
ます。バケット内に装荷された燃料せん断片は、
ホイールが回転し一定時間以上高温の硝酸中に浸 溶

く
溶
く

-

すことにより燃料部分が溶解し、燃料被覆管せん
断片（ハル）のみが残ります。バケットに残った
ハルは、ホイールが回転してバケットがハル排出
位置に達すると、ハル排出口からハル洗浄槽へ排
出されます。

ハノ
（ノ
Ｕ
Ｏ

燃料せん断片入口（せん断機から）
ー

溶解槽概要図

清澄機は、高速回転するボウルを内部に有する
遠心式の装置で、溶解液中の不溶解残澄はこの遠
心力によりボウル内面に捕集されます。所定量の
溶解液を清澄処理後、捕集された不溶解残澄は、
低速回転で硝酸にて洗浄処理された後、水を用い
て不溶解残澄回収槽に排出されます。ボウル

清澄機概要図

１０■
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｜ 分 配分 離 設 備 ’ 備訓奴
炭酸ナトリウム他(Na2CO3）

『一一一一.一一･一････一一･ー･ー
Ｉ Ｉ

ウラン
摘製般欄へ

梢製工稗から

（卜ブルトニ
晴興股債

フ』
､

ﾌルトニウムプルトニウム
港 液 受 槽 悪 痩 中 間 貯 檀

要 設
-主 備

基
基
基
基

環状形パルスカラム
円筒形パルスカラム
ミキサ・セトラ
ウラン濃縮缶（熱サイホン式）

５

１

６

１

狙鰯系へ

材 料 ｽテンレス鋼(注）溶媒洗浄器は溶媒回収股侃ｌ
区分されている。

円間形パルスカラム

妙
溶解工程から分離工程へ供給される溶解液は、ウラン、プルトニウム及び核分裂生成物が含まれている硝

酸溶液です。
分離工程は、鐘蓮舞鎮篁霊鵜騨王墜識撫:薑職韓受け入れた溶力
備は、さらに
分離設備では、溶解液（硝酸溶液)-を抽出塔（環状形パル

に送られ 堕塗ﾐ亘壷逵埜壹竺量三上畦2三〔有髪鴬焉鶚雲蕊黙
トニウムを含む有機溶媒をプルトニウム分配塔

（環状形パルスカラム）と
プ

ウニ 壼 鐙 謹
す。
ルトニウム洗浄器（ミキサ･セトラ）に送られ、硝酸ウ

ラナスを含む硝酸と接触させることによって、有機溶媒中に微量含まれているプルトニウムを除去します。
その後、

澪吾落
液中に微量含まれているTBPを除去した後、ウラン濃縮缶で濃縮されます。
一方、プノしトニウム分配塔で分離された硝酸プルトニウム溶液（プルトニウムを含む硝酸溶液）はウラン
洗浄塔（円筒形パルスカラム）で、有機溶媒と向流接触させることによって、硝酸溶液中に微量含まれてい
るウランを除去した後、さらにプルトニウム溶液TBP洗浄器（ミキサ･セトラ)で､希釈剤(ノルマルドデカン）
と接触させることによって微量含まれているTBPを除去します。

唖一１
ｊ

ｌ

駐
■

リン酸トリブチル(TriButyl Phosphate)の略 溶媒抽出法でウラン、プルトニウムを抽出するのに使用される抽出剤の一種。
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中性子吸収材
(ほう素入りコンクリート）

圧縮空気供給口
廃ガス出口１

口

、

縦断面拡大図

Ｉ上“
ノ̅､

一 一 - - 一 ■ ■ ■ ■

/11
収 材 支 持 棒ｺﾝｸﾘｰﾄ）ノ

プ

水相
(硝酸溶液）
供給口

〆

ー
中性子吸

(ほう素入り

、ノ 環状部

／
『

:l1:| 分散板

■■■■■■- ｉ卜部シヤ フ

縦断面拡大図

プ

パルスレグ

有機相
(有機溶媒）
供給口

、

支持棒 環状部

、 ｊ
’

。

ノ

Ｉ
■

画

下部

〆縦断面拡大図
中性子吸収剤

(ほう素入りコンクリート） 環状形パルスカラム概要図

パルスカラムでは、シャフト部の上部から水相（硝酸溶液）を、 下部から有機相相（有機溶媒）を供給
･脈動とシャフト部の
率をより良くします。
ｳｺら有機溶媒（有機相）

し、 パノレス
ロ ー 一

分散板によって連続相中に分散相 (液
「抽出塔』を例にしますと、上部から溶解液(硝酸溶液：水相）を供給し、下部力

鍵を供給して、両相を向流接触させることによって溶解液中のウランとプルトニウ
中に抽出させることができます。
ー

製 ” ■
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’

血 ラ ン 精 製 設 備 ’
炭酸ナトリウム他
(Na2CO3)
Ｉ

鳫闘ｺー̅̅--̅̅̅̅̅一ー.ー.̅̅一一一T-

｜溶ｆＩ， 第１低レペル廃液蒸発缶へ硝酸
(HNO3)

’分離工程のウラン濃縮缶から

’
一 一→一-且■■凸■８７口ＩｌＵＢＩｌＩｌⅡ１日ｆｌｑｌ

逆抽出器

希釈剤
（ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ ﾄ ﾃ ｶ功

一 一 ウラン濃編液
第１～第３中間貯梱

ウラン溶液
ＴＢＰ洗浄器 へウラン濃縮缶

分
ブ
溶
か

一

■■■■■■÷

[二コ

zＴ
精製工程は、精製建屋内にあり、ウラン精製設備とプルトニウム精製設備とで構成されています。
ウラン精製設備では、分離工程のウラン濃縮缶から送られてきた硝酸ウラニル溶液（ウランを含む硝酸

溶液）を、抽出（抽出器)、核分裂生成物の洗浄（核分裂生成物洗浄器)、逆抽出（逆抽出器)、TBPの洗浄
(ウラン溶液TBP洗浄器）及び濃縮（ウラン濃縮缶）の一連の操作によって核分裂生成物等やTBPを十分除去
します。
プルトニウム精製設備では、分離工程のプルトニウム溶液中間貯槽から送られてきた硝酸プルトニウ

皿型一堂墜室j型ﾋュニ 二よってプルトニウム唾化塔重室劉物一ム（プルトニウムを含む硝酸溶液）を、
の艇皿堕煙雌4皿昌壁垈｣二産後→抽出塔で有機溶媒

て、ﾄ三』Zムの
プルトニウムを抽出した有機溶媒は、これを抽出廃液としてTBP洗浄塔を経て抽出廃液受槽に排出します。

■１３
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｜ 主 要 設 備
基
基

５

９

円筒形パルスカラム
ミキサ・セトラ

１基ウラン濃縮缶（熱サイホン式）
材 料
プルトニウム濃縮缶（熱サイホン式）
材 料

ステンレス鋼

、（一 ウ ラ ン 脱 硝 工 程 へ
／

一 ̅１
ト

『）

一

Ｌ← ウラン･プルトニウム
混合脱硝工程へ

有機相出口

ミキサ”セトラ概要図

ミキサ・セトラは、液一液（水相一有機相）間
の物質移動を行う抽出装置の一種です。ミキサ室
においては、かくはん羽根により有機相と水相を
混合し、セトラ室においては、混合相を静置し密
度差を利用して目的物質の抽出分離を行います。
ミキサ室及びセトラ室からなる１ステージ(１段）
を数段まとめて１基のミキサ・セトラが構成され
ます。

リサイクル槽
●

希釈槽

プルトニウム溶液供給槽へ

㈱････溶媒洗浄器は溶媒回収設蝿に区分されている。

核分裂生成物洗浄塔で硝酸と向流接触させることによって、有機溶媒中に微量に含まれている核分裂生成物
が硝酸溶液中に移行するため
ます。こうして、精製度の高

Z』辻三之と溶液（硝酸プルトニウム溶液１中の不純物が減少することになり
まったプルトニウ云芝菅ｽﾉ語有機溶媒を、 逆抽出塔で硝酸ヒドロキシルアミン

剤
操

(ノルマルドデカン） と接触ざ在ろことによって溶液中に微量に含まれるTBPを除去します。以上の一連の
高まった硝酸プルトニウム溶液（プルトニウムを含む硝酸溶液）が得られます。作によって、精製度の

なお、精製度の高まった硝酸プルトニウム溶液（プルトニウムを含む硝酸溶液）は、さらにプルトニウム濃
縮缶で濃縮されます。

１４■



肖■製品貯蔵

’ ｳﾗﾝ脱硝設備Ｉ |’’’ ｳﾗﾝ脱硝設備lll ウラン酸化物貯蔵設備ウラン酸化物貯蔵設備

へ

精製工程から精製工程から

1１1１

１１

硝酸ウラニル貯槽硝酸ウラニル貯槽

充てん台車羅鑿充てん台車羅鑿 ｣’

ウラン・プルトニウム
混合酸化物貯蔵設備
ウラン・プルトニウム
混合酸化物貯蔵設備

ウラン・プルトニウム
混 合 脱 硝 設 備

戸̅､、
一

ﾏ ｲ ｸ 醗
加熱装置精製工程から精製工程から

‘ザ‘ザ

→→
脱硝装置脱硝装置硝酸プルト

ニウム貯槽
硝酸プルト
ニウム貯槽

混合槽混合槽

苧苧混合機

粉末充てん機

混合機

粉末充てん機

混合酸化物
貯蔵容器
混合酸化物
貯蔵容器

硝酸ウラニル貯槽硝酸ウラニル貯槽

粉粉
台車台車

■１５



|脱硝工程脱硝工程
分離工程と精製工程で核分裂生成物が除去された硝酸ウラニル溶液（ウランを含む硝酸溶液）と硝酸プ

ルトニウム溶液（プルトニウムを含む硝酸溶液）は、脱硝工程に送られ、ウラン酸化物(UO3)粉末とウラン
・プルトニウム混合酸化物(UO2・PuO2)粉末（以下「MOX粉末」と呼ぶ）となります。
●ウラン脱硝設備
精製工程から受入れた硝酸ウラニル溶液（ウランを含む硝酸溶液）は、硝酸ウラニル貯槽で一時貯蔵さ

れた後、濃縮缶で濃縮され、脱硝塔に供給されます。脱硝塔は、流動層式の反応塔で、硝酸ウラニル溶液
（ウランを含む硝酸溶液）を熱分解してUO3粉末にします。脱硝塔では、下部から空気を吹き込んで、脱
硝塔内部のUO3粉末を流動化して流動層を形成させています。この流動層の中に硝酸ウラニル溶液（ウラン
を含む硝酸溶液）を空気とともに噴霧ノズルから噴霧供給し、電気ヒータ等で約300℃に加熱することに

ー

シール槽、UO3受槽を経てウラン酸化物貯蔵容器に充てん・封入され、ウラン酸化物
す。

●ウラン・プルトニウム混合脱硝設備
精製工程からそれぞれ硝酸プルトニウム貯槽と硝酸ウラニル貯槽に受入れた硝酸プルトニウム溶液（プ
ルトニウムを含む硝酸溶液）と硝酸ウラニル溶液（ウランを含む硝酸溶液）は、混合槽においてウラン濃

Q - - -

度_と_ゴルヒニウム濃度ｶﾐ等上くなるように混合調整されます。 その後、一定量ずつ脱硝装置中の脱硝皿に
一 一

給液し、-
さらに、

焼）され、
ます。こ‘

マイクロ波加熱により蒸発濃縮・脱硝処理し、ウラン・プルトニウム混合脱硝粉体とします。
ウラン・プルトニウム混合脱硝粉体は、焙焼炉において空気雰囲気中で
還元炉において窒素・水素混合ガス雰囲気中で約800℃で加熱処理(還元)されて、

- - - 一
MOX粉末となり
らに混合酸化このMOX粉末は、混合機によって混合処理された後、粉末缶に充てんざ７℃、粉末缶はさ

､-ゴ物貯蔵容器に収納・封入され、ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備に移送されます。

製品貯蔵工程では、脱硝工程で生成したUO3粉末とMOX粉末の製品を燃料加工施設等に払い出されるまでの
期間、貯蔵します。

｜ 主 な 仕 様 ’
ウ ラ ン 酸 化 物 貯 蔵 設 備 ： 最 大 貯 蔵 能 力 4 , 0 0 0 t ･ U
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵設備：最大貯蔵能力６０t．(U+Pu)

(注）流動層式：容器中に粒径の小さな粉粒体を充填し、下方から気体を吹き込むと、粉粒
体が液体のように流動する（ウラン脱硝設備の場合はUO3粉末)。この現象
を利用して、流動を保った状態を流動層という。

マイクロ波加熱：家庭用の電子レンジと同じ周波数のマイクロ波での加熱をいう。

１６■

製品貯蔵工程



酸及 P("t媒の回収回 騨紛燭と

一一、／篝拶
ノ陶収水(廃液処理）酸 回 収 設 備 埴鞭噌こt量竺竺雪竺△ 、 一 一 ﾌ

硝酸蒸気
水蒸気

モ

L黙
回収硝酸（再利用）

溶解工程､分離工程零へ

高レベル廃液濃縮股伽等から

漉縮液

｛糸 “ ﾙ 舎
唇秘ぃk,l

高レベル廃液濃縮股備へ 半
一氷畿弱肌鴎

と
硝酸蒸気
水蒸気 へ

一

黙
回収硝酸（再利用） 分離工程､精製工程等へ

ウラン精製設備
プルトニウム
精製設備等から

使用済硝酸

、 Ｉ

『

飛如“ <一
{fll&

濃編液
高 レ ベ ル 廃 液 漢 縮 設 備 へ -

’溶 媒 回 収 設 備 の 溶 媒 処 理 系

へ回収希釈剤（再利用） ごゞ分謹工程､精製工程等へ

一

溶媒再生系の溶媒洗浄器から

Ｙ
溶媒蒸留塔
Ｉ回収溶媒(再利用） -溶媒再生系へ

戸 調1蒸発缶 第２蒸発缶

ｌ購樗蝋溶嬢残”
低レベル固体廃棄物処理
設愉の廃溶媒処理系へ

第１低レベル
廃液蒸発缶へ一 有 機 溶 媒 、 希 釈 剤

一 ア ル カ リ 廃 液
低レペル廃液

再処理工場の工程では、化学処理のための試薬として、大量の硝酸や有機溶媒が使用されます。酸回収設備や溶媒回収設
備では、これらの試薬をできる限りリサイクルして使用できるようにし、廃棄物の発生量を抑えます。

乏旦至生上た使月高レベル廃液濃縮設備等カ
ー - - - -

設備は、第１酸回収系と第２酸回収系とで構成され、
瞳製設備等からの使用済Z型酸遜2睡国lE至重垣

酸回収
収系で、
-

いずれ忍蒸認岳̅E精留塔がその主要機器であり、蒸
として除去した後、精留塔で硝酸と水に分離します。消謹油王下言で蒸発させ､含まれで下る不純物を濃縮液として除去し

ら発生した濃縮液は、高レベル廃液濃縮設備に戻され処理されます。
発缶で使用済の硝

蒸発缶かなお、
溶媒回収設備は、溶媒再生系と溶媒処理系とで構成されています。

分離・精製工程で使用された有機溶媒を、ミキサ・セトラで、炭酸ナトリ豆_△(ma2CO3)､I直酸(HNO3溶媒再生系では
こうして再生された有機溶媒ほ
受入れ、蒸発缶で水分や有機溶拶

及び水
鴦雨開
残澄を除去した後、溶媒蒸留塔で希釈剤（ノルマルドデカン）と溶媒（約60％以上のTBP)を回収します。回収された希釈
剤と溶媒は、工程で再使用されます。

’主 要 設 備
酸回収設備
蒸発缶（熱サイホン式減圧蒸発方式）；２基
材 料 ス テ ン レ ス 鋼
精留塔（棚段式減圧蒸留方式）：２基
材 料 ス テ ン レ ス 鋼

溶媒回収設備
ミキサ・セトラ（溶媒再生系の溶媒洗浄器）：９基
蒸 発 缶 （ 減 圧 薄 膜 式 ） ： ２ 基
材 料 ス テ ン レ ス 鋼
溶媒蒸留塔（充てん式減圧蒸留方式）：１基
材 料 ス テ ン レ ス 鋼

■１７
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、

気体廃棄物は、その処理する廃ガスの性状により、主として以下の3設備において処理されます。
７

燕亨永ｲ鮴一必孝"､坪 ｊノせん断処理・溶解廃ガス処理設備(1)
／

せん断機、溶鰡蘭
よう素追出し槽等から

主排気筒へ

溶解工程のエンドピー

溶解工程の
硝酸調整槽へ．…

卜

せん断工程のせん断機及び溶解工程の溶解槽、よう素追出し槽等から発生する廃ガスは、凝縮器で冷却された後､NOx
吸収塔での窒素酸化物(NOx)の回収及び放射性物質の除去、ミストフイルタでろ過、加熱器での加熱、高性能粒子フィル
タでのろ過、及びよう素フィルタでのよう素の除去の組み合わせにより処理されます。
NOx吸収塔で回収された硝酸は、よう素追出し塔において残留よう素を追い出した後、溶解槽で再使用されます。

(2)塔槽類廃ガス処理設備
塔槽類廃ガス処理系(PU系)の例

霧i"閉粒謝タ よう素フィルタ鱸ﾌ ｨ ﾉ ”

廃ｶｽ洗浄塔削凝縮器閏ﾃﾐｽﾀ 鯛タ儲ﾎタ精製工程のプルトニウム濃縮缶
供給槽等の精製建屋内に設置す
るプルトニウム系の塔槽類

主排気筒へ加熱器閏加熱器Ｈ削よう素ﾌｨﾉ”娠魏ﾙﾀ|̅ し1粒子ソfﾙタ

よう素フィルタ
ＮＯｘ

廃ガス滞争塔
ＮＯｘ精製工程の第１醐上塔等

ー 溶媒処理廃ガス処理系

各建屋の塔槽類の廃ガスは、高性能粒子フィルタのほか廃ガスの性状に応じて、廃ガス洗浄塔、凝縮器、デミスタ、
加熱器、よう素フィルタ等の組み合わせにより処理されます。

(3)高レベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備

高レペル廃液ガラ
固化設備のガラス
溶融炉から

廃ガス洗浄器 ルテニウム吸着塔 高惟蛸獣立子フィルタﾐストフィルタ’ 一 二1雪鰯雲ト主排気筒へ咽叉塔 卿即答 凝縮器

増高レペル廃液ガラ
副上設備のガラス
溶融炉から

- ﾐストフィルタ

「’
高レペル廃液濃縮設備の
高レベル廃液濃縮缶へ

高レベル廃液ガラス固化設備のガラス溶融炉から発生する廃ガスは、廃ガス洗浄器での洗浄・冷却、吸収塔での洗浄、
高性能粒子フィルタでの凝縮器での冷却、ミストフィルタでのろ過、

ろ過、加熱器での加熱、及びよう素フィルタ
なお、廃ガス洗浄器からの洗浄廃液は、高高レベル廃液濃縮設備の高レベル廃液濃縮缶に戻され処理されます。

１８■
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､̅１
一

-

に応じて分類され、低レベル廃液』酸性企劃生墾一塩F(maLﾉを念轡か否か鞘低レベル廃液は、その性状
蒸発缶やろ過装置等により処理されます。処理後の排水は、放射性物質の濃度やPH等を測定し、基準値以
下であることを確認した後、海洋へ放出されます。

｜ 主 要 設 備 ’
低レベル廃液蒸発缶（熱サイホン式）３基
材 料 ス テ ン レ ス 鋼

注 ） 低 レ ベ ル 廃 液 蒸 発 缶 （ 強 制 循 環 式 ) 1 基
材 料 ニ ッ ケ ル 基 合 金

注）平成18年度使用開始予定
■１９
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》柵派蔀い斗一良９認賦籾咋一手Ｉ》し "Yl'2[葱ｲﾂ吃

<高レベル廃液処理〉
高ﾚﾍﾙ廃液濃總系’ アルカリ廃液濃縮系

分離工程の
抽出廃液・
供給梱から

分離工程の
溶解洗浄鋸
等から

一ブ " /
酸回収股備へ ７ 低レペル廃液

処理設備へ

い

ふ

〆

』溶解工程の
不溶解残澄
回収槽から

アルカリ廃液
濃縮缶

高レベル廃液
濃縮缶

分離工程から

’匡侭ルバ肌』曄膣畷幟臓殿備

党い聯力狐
〆 、 -

、._ノ アルカリ濃縮
廃液貯槽画液一時貯槽

①T"""|""" Ｌ不溶解残澄
廃液貯槽

｢示認蕊扉雨累１F７扇而羅添雨

高レペル濃縮
廃液貯梱 一一一|高ﾚﾍﾙ羅犀雨詞

高レベル廃液処理工程は、高レベル廃液濃縮設備と高レベル廃液貯蔵設備とで構築されています。
さらに、高レベル廃液濃縮設備は、高レベル廃液濃縮系とアルカリ廃液濃縮系とで構成され、高レベル廃

液貯蔵設備は、高レベル濃縮廃液貯蔵系、不溶解残澄廃液貯蔵系、及びアルカリ濃縮廃液貯蔵系等で構成さ
れています。それぞれの廃液は、その性状にあった系で蒸発・濃縮・貯蔵されることとなります。例として、てvﾉ1生祇１-めっ7こ糸C､森先・擴稲・貯威されることとなります。例として、

Lや高Iﾝベル廃液ガラス固化廃ガス処理設備の廃ガス洗浄器から発生する洗浄
で、分離工程の溶媒洗浄器等から発生する廃液等は、アルカリ廃液濃縮缶で

｢分離工程から発生する抽出廃液
廃液等は、高レベル廃液濃縮缶で、
処理されることとなります｡Ｊ

主 要 設 備

宴し碁ﾙ廃耀鵬紬けﾄﾙ型減剛剰し:籍{彗宴
アルカリ廃液濃縮缶（ケトル型蒸発方式）；１基＝錦
材 料 ス テ ン レ ス 鋼

ー グ '

加熱蕪 冷却水入口 高レベル廃液濃縮缶は、腐食し難い環境とするた
め、缶内圧力を約50mmHgの減圧下で蒸発操作をす
ることによって約50℃と運転温度を低くしています。
また、内蔵する廃液の崩壊熱を除去するため、停止
時には加熱・冷却コイルと加熱・冷却ジャケットに
冷却水を適切に供給するようになっています。コイル

高レベル廃液濃縮缶概要図

ノ 、 - ２０■
小鈩血少持,塊函９



固体廃棄物面
¥釦棚手

高 レ ベ ル 廃 液 ガ ラ ス 固 化 建 屋 第 １ ガ ラ ス 固 化 体 貯 蔵 建 屋高
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備
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高レペル廃液ガラス
固化廃ガス処理設備へ

高 レ ベ ル 廃 液 ム 同一←

床面走行
クレーン

ー プ
収納管一

約8,200本

(辮ル廃液
蔵約3０凸供給槽

高レベル廃液

『処理工程から

ガラス「 原料
一

一

一

一

一

同ロ Ｉ

ガラス溶融炉

ガラ ｽ固化体容器
貯蔵ピット供給液槽

瞬戸、
第１、第２低レベル廃棄物貯蔵系
(第１、第２低レベル廃棄物貯蔵建屋）
第１、第２低レベル廃棄物貯蔵系
(第１、第２低レベル廃棄物貯蔵建屋）低レベル濃縮廃液処理系(使用済燃料受入れ･貯蔵建屋）

低レベル低レペル濃縮廃液
廃液処理 注)点線は、平成18年度

Ｉ 使 用 開 始 予 定工程から Ｉ‘･･･一一1.-.--- .-- .- ‘-
l l l
､ ノ 」ー

､ ｉ固 化 装 置 Ｉ Ｆ - - - - - - -
Ｌ 当

ドラム缶等

低レベル濃縮廃液処理系(低レベル廃棄物処理建屋）

使用済燃料受入れ…
貯蔵工程等から ー第１：約8,500本(2001ドラム缶）

- - 一 一 一 一 一

使用済燃料受入れ…
貯蔵工程等から ー第１：約8,500本(2001ドラム缶）
一 一 一 一 一 一 一 一 一-１１１１１-●Ｖ

低 ’低
低レペル
廃液処理
工程から

低レベル濃籟廃液 一第２：約50,000本(200Qドラム缶）一第２：約50,000本(200Qドラム缶）
廃液処理
工程から しし 耳耳耳耳耳冒耳耳耳耳耳冒

ベ へ

(ﾁﾔﾝﾈﾙﾎﾂｸｽﾊーﾅﾌﾙﾎｲｽﾝ処理建菖|ル廃 樹 脂 貯 蔵

廃樹脂 ｜園ｌ
Ｖ

Ｏ ｌ燃
廃樹脂貯槽

廃 樹 脂 貯 蔵 系
(チャンネルボックス･パーﾅﾌﾙﾎｲｽﾝ処理建屋）

一

等等等等等ル

！
廃樹脂

ｌ
Ｖ

Ｏ
廃樹脂貯槽

廃溶媒処理系（低レベル廃棄物処理建屋）廃溶媒処理系（低レベル廃棄物処理建屋）園’
溶媒処理系
等から

廃溶媒廃溶媒溶媒処理系
等から 可燃性ガス可燃性ガス ヘ

体 塔槽類廃ガス
処理設術へ

塔槽類廃ガス
処理設術へ

廃 剖剖

廃チャンネルボックス･バーナブルボイズン貯蔵系
(ﾁｬﾝﾈﾙﾎｯｸｽ･バーナブルポイズン処理建屋等）
チャンネルボックス･バーナブルボイズン貯蔵系
(ﾁｬﾝﾈﾙﾎｯｸｽ･バーナブルポイズン処理建屋等）
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チャンネルボックス・パーナブルボイズン処理系
(チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋）
チャンネルボックス・パーナブルボイズン処理系
(チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋） 聖
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再処理工場で発生する高レベル廃液、低レベル濃縮廃液、廃溶媒、雑固体廃棄物等は、それぞれの性状に
応じた処理を施して容器に詰めた後、一時貯蔵されます。
●高レベル廃液ガラス固化設備
高レベル廃液処理工程から受入れた高レベル廃液は、必要に応じて組成調整を行った後、供給槽を経て
ガラス溶融炉へ移送されます。ガラス溶融炉では、ガラス原料とともに1,100～1,200℃程度で溶融され、
溶融したガラスは、ガラス固化体容器に注入され、ふたを溶接した後、ガラス固化体貯蔵設備に移送され
ます。
●ガラス固化体貯蔵設備
高レベル廃液ガラス固化設備により製造したガラス固化体を受入れ、一時貯蔵する設備で､約8,200本の
ガラス固化体を貯蔵する容量を持っています。
●低レベル固体廃棄物処理設備
(1)低レベル濃縮廃液処理系

低レベル廃液処理工程から受入れた低レベル濃縮廃液は、乾燥装置で乾燥した後、圧縮成型される
か、又は固化装置で固化され、ドラム缶等に詰められます。

(2)廃溶媒処理系
溶媒処理系等から発生する廃溶媒は、水酸化カルシウムを加えて混合した後、熱分解装置で熱分解さ

れ、りん酸塩と可燃性ガスになります。りん酸塩は、熱分解装置から抜き出され､圧縮成型の後、ドラム
缶等に詰められます。可燃性ガスは、燃焼装置へ導いて燃焼されます。

(3)雑固体廃棄物処理系
各工程から発生する紙、フィルタ、ポンプ等の雑固体廃棄物は、焼却、圧縮等の減容処理が行われた
後、ドラム缶等に詰められます。

(4)チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理系
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋のチャンネルボックス・バーナブルポイズン取扱ピットにおいて燃料

集合体から取り外されたチャンネルボックス及びバーナブルポイズンは、チャンネルボックス･バー
ナブルポイズン取扱ピットの第１切断装置で切断し、さらにチャンネルボックス・バーナブルポイズ
ン処理建屋の第２切断装置で切断された後、ドラム缶に詰められます。

●低レベル固体廃棄物貯蔵設備
低レベル固体廃棄物貯蔵設備は､上記(1)～(4)の処理設備で処理された固体廃棄物を貯蔵する設備で第１
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低レベル廃棄物貯蔵系、第２低レベル廃低レベル廃棄物貯蔵系、第２低レベル廃棄物閉
廃樹脂貯蔵系、チャンネルボックス･バーブ
ポイズン貯蔵系及びハル・エンドピース貯蔵ラ
構成されています。
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高レベル廃液 廃ガスｰ
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電極

耐火レンガ

睡極

加熱コイル

溶融ガラス
可可 ガラス溶融炉では､炉内に設置された電

極を介してガラスに直接電流を流し､そ
れにより発生するジュール熱でガラス
を加熱溶融します｡ガラス溶融炉内の溶
融ガラスは､ガラス溶融炉下部の流下ノ
ズルを加熱することによりガラス固化
体容器に注入します。

空気ノズル
流下ノズル
流下ガラス

結合装濫

ガラス固化体容器

パレット

重量針

固化ガラス

固化セル移送台車

蒜 武 志
ガラス溶融炉概要図
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中央制御室

～ へ

再処理工場敷地内に分散設置されている各工程の運転・監視は、中央制御室で集中的に行われます。
中央制御室は、六つの監視制御盤と工程用計算機とで構成され、膨大なデータを合理的に処理する最新
のデジタル制御とCRT操作に基づくマンマシン・システムが特徴です。
これらにより、信頼性、安全性に優れた計測制御システムをベースとし、他に類例をみない大規模な中

央制御室となっています。
また、工場の円滑な操業を支援するために、工場全体として管理すべき情報を処理し、一元管理する総
合データ管理システム(TDMS)が設けられています。

= へ

ﾊ'１ １

１

弓

分析設備は、再処理工場の工程管理や安全確保等のために、分析試料を採取、移送及び分析するとともに、
これに伴って生じる分析済溶液等を処理する設備です。
分析試料は、主に気送方式の装置で分析建屋等に設置する所定のグローブボックス等に移送されます。分
析は、試料の性状や放射線量に応じて、分析セル、グローブボックス又はフードで行われます。
●分折セル：ガンマ放射線量が高い分析試料（溶解液等）を取り扱います。
●グローブボックス：ガンマ放射線量が低い分析試料（低レベル放射性液体廃棄物等）を取り扱います。
●フ-ド：ガンマ放射線量が極めて低い分析試料（処理済廃液等）を取り扱います。
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安全対策Ⅳ
’

再処理工場の安全対策は、国内外の長年にわたる経験（実績）のもとに、実用化された最新・最良の
技術を導入するとともに、国の安全規制を受けて安全の確保に万全を期します。
主な対策等は、以下のとおりです。

）安全設計
再処理工場は、火災・爆発・臨界・漏えい等の万一の故障や事故などを想定した万全の安全対策
が取り入れられています。その基本は、放射性物質を工場内に閉じ込めて、周辺の方々の安全を確
保することです。このため、
１.異常の発生を防止する。
２.万一の異常が発生しても拡大を防止する。
３.万一の事故にも周辺への影響を緩和する。
といった三段階の「多重防護の考え方」に基づいた安全設計を行っています。

）臨界対策
①発生防止
形状寸法管理、濃度管理、質量管理、同位体組成管理及び中性子吸収材管理並びにこれらの組み合
わせにより臨界を防止する安全設計を行います。

②拡大防止
濃度等の最大許容限度を設け、万一異常が発生した時は最大許容限度に達する前に自動的に運転を
停止します。

③影響緩和
万一、臨界が発生した場合は、１m程度以上ある厚いコンクリート壁で放射線をしやへいします。
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(3)漏えい対策
①発生防止
放射性物質を内蔵する系統及び機器は、腐食し難く、漏えいし難い構造にしています。
②拡大防止
放射性物質を内蔵する系統及び機器を設置する部屋の床に受皿を設置しています。
③影響緩和
万一放射性物質が漏えいした場合は、漏えい液検知装置により漏えいを検知し、漏えいした液の移
送及び処理ができる設計としています。また、施設内を常時負圧に維持し、施設外へ放射性物質な
どが外に漏れないようにしています。 -7-、

(4)火災爆発対策
①発生防止
有機溶媒の引火点より低い温度で運転するとともに、接地等により着火源を排除します。

②拡大防止
万一温度が引火点に近づいた場合は、加熱を自動的に停止します。

③影響緩和 Ｉ施設や場所に応じて適切な消火設備を設置し、延焼防止のために、火災検知器を設置するとともに、
耐火壁などを設けています。

7〆̅、
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技術開発研究所

再処理工場のより一層の安全性・信頼性・経済性の向上を目指してウラン及びプルトニウムを使用しな
いで、以下の研究開発を行っています。

①再処理工場において重要な前処理機器の運転性に関する改良・開発
②稼働率、信頼性向上のための遠隔保守・補修技術の改良・開発
③再処理工場運転支援のための運転技術の改良・開発
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